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研究成果の概要（和文）：第一に、高校3年間の怒りに対する対処行動の縦断調査により、「状況分析」「援護
要請」「逃避」は、変化せず、1年次当初に「暴力」による対処をしていない者も学年進行に伴い増加量が大き
くなること、第二に、激しい怒りを喚起させる出来事に対し、暴力に繋がると推察される認知が大半を占めるこ
と、第三に、激しい怒りを感じている友人へのサポートでは、【対象者の理解】など７カテゴリについて困難さ
を認知していることが明らかとなった。以上の結果を踏まえ、認知行動療法を援用しプログラムを開発した結
果、ストレスのメカニズムの理解は、介入直後および介入1か月後、怒りに対する対処行動の内援護要請は介入1
か月後に有意に改善した。

研究成果の概要（英文）： First, A three-year longitudinal study on anger coping behaviors of high 
school students indicated that “situational analysis,” “help-seeking,” and “escape” remained 
unchanged. Students that did not use “violence” at the beginning of the first year used violence 
more often as their grade level increased. Second, recognizing most incidents evoking intense anger 
resulted in violence. Third, participants recognized seven categories of difficulties in supporting 
friends feeling intense anger, including [understanding the target person], among others. 
 We developed a program using cognitive behavioral therapy based on the above results. As a result 
of the program, the understanding of  “stress mechanisms”  improved significantly just after the 
intervention and one month later, and “help-seeking”  improved significantly one month after the 
intervention.

研究分野： 精神看護学

キーワード： 暴力行動　感情統制　援護要請　高校生　認知行動療法

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
プログラムによる介入により、ストレスのメカニズムの理解に繋がると同時に、援護要請行動の増加により、暴
力行動予防が期待できるプログラムであることが明らかとなった。プログラムの中で、呼吸法や筋弛緩法をベー
スとし、ストレス状況下に直面した時、すぐに実践できるよう、SSTを取り入れ、認知・行動の変容ができる取
り組み方法を提示できた。加えて、複数の高校において、プログラムを実施するとともに、高校保健ニュースな
どを通して暴力行動に繋がるストレス低減に向けた予防の重要性について生徒および教職員、保護者に対し広く
発信した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年、高校生の健康に関わる現代的な課題として、自傷・他害などの自他への暴力行動が

極めて重大な問題となっている。また、問題行動の背景には、怒りの感情など、感情統制す

ることへの困難さが窺え、社会問題となっている。さらに、自傷・他害、非行などの反社会

的行動は自殺と密接に関連していることが明らかにされ（Kerfoot et al、1996）、自殺総合

対策大綱にも思春期・青年期への対策として、生活上の困難・ストレスに直面したときの対

処方法を身に付けさせるための教育を推進すると明記されている。特に対人ストレスは、そ

の他のストレスよりも、より強いネガティブな影響力を有しており（高比良、1998）、様々

な精神病理の在り方を大きく左右するといわれ（Segrin、2001）ている。これらの問題に対

するアプローチとして近年、ストレッサーの防御因子やその反応を軽減させるとされる「レ

ジリエンス」が着目されており、その質は発達に伴い変容していくと考えられている（平野

2010）。また、精神的不調に対するアプローチとして効果が実証されている認知行動療法（國

方 2013）においてもストレングスベースのレジリエンス促進に向けた手法への移行が提唱

されている（Fredrike Bannink2012）。しかし、高校生を対象としたものは限られ、自他へ

の暴力行動をも想定した発達的変化を考慮した学校現場で活用可能な「感情統制教育プロ

グラム」は整備されていない。 
２．研究の目的 
本研究の目的は、高校生の暴力行動予防をねらいとし、ストレングスベースの認知行動療法に

よるレジリエンスを高めるための「感情統制教育プログラム」の開発と検証することである。 
３．研究の方法 
（１）高校３年間を通して怒りに対する対処行動の集団および個人の発達的変化についてパネ

ル調査を実施し、共分散構造分析を用いて検討した。また、高校 1 年生から 3 年生を対象に（２）

激しい怒りを喚起させる出来事に対する認知（３）激しい怒りを感じている友人をサポートする

際に高校生が感じる困難さについて自由記載による質問紙調査を実施し、内容分析を用いて検

討した。（４）以上で得た結果を基に「感情統制教育プログラム」を開発し、（５）開発したプロ

グラムの有効性について量的に検証した。 
４．研究成果 
（１）高校３年間を通して怒りに対する対処行動の集団および個人の発達的変化 
高校 3 年間にわたり怒りに対する対処行動について、潜在成長曲線モデルによって検討する

ことを目的とした。その結果、「状況分析」「援護要請」「逃避」の傾きの分散が有意でないこと

が示されたため、これらの変化量には個人差がないことが明らかとなった。一方、「暴力」の傾

きが有意傾向であり、共分散が負であった。この結果は、暴力は個人差があり、1 年次の暴力に

よる対処行動得点と 3 年間の暴力による対処行動得点には負の関連があることを示している。 
以上より、「状況分析」「援護要請」「逃避」については、心理的な介入をしない限り変化しな

いことが示唆された。「暴力」については、柔軟に変化するものの、 1 年次に暴力による対処行

動を行わない者ほど学年進行に伴い増加量が大きくなることが推察された。今後、怒りに対する

適切な対処行動推進に向けた、早期の介入が喫緊の課題であることが示唆された。 
（２）激しい怒りを喚起させる出来事に対する認知 
高校生の激しい怒りを喚起させる出来事に対する認知として【他者への非難】【報復】【投げや

り】【悔恨】【自己否定】【絶望】【自己制御】【対応の模索】の 8 カテゴリが抽出された。これら



の 8 カテゴリは、認知のタイプから、他者帰属認知【他者への非難】【報復】、自己帰属認知【投

げやり】【悔恨】【自己否定】【絶望】、自己統制的認知【自己制御】【対応の模索】の 3 つに分類

された。その内、他者帰属認知、自己帰属認知が 9 割以上を占め、男女間比較では他者帰属認知

は男子が有意であり、自己帰属認知、自己統制的認知は女性が有意であった。 
以上より、高校生に対して、これら 8 つのカテゴリの認知および性差を踏まえた認知の変容に

向けた支援が望まれた。 
（３）激しい怒りを感じている友人をサポートする際に高校生が感じる困難さ 
高校生は、激しい怒りを感じている友人をサポートする際に、対象者が＜自分の考え方と違う

こと ＞＜対象者の特性を知ること＞による【対象者 の理解】に困難さを認知していた。また、

サポート提供者が自分自身の感情を抑えるなどのサポート行動の前提となる【自己のコントロ

ール】に困難さを認知していた。加えて、サポート提供者は、 対象者の【サポートの受け入れ】

に困難さを認知 していた。サポート行動の実施では、サポート提供者は、対象者に【声掛けす

ること】や、対象者と＜接すること＞＜傾聴すること＞などの 【受容的な対応をすること】や、

対象者を【落ち着かせること】への困難さを認知していた。また、対象者に【的確なアドバイス

をすること】への困難さを認知していた。以上から、激しい怒りを感じて困っている友人へのサ

ポート行動は、【対象者の理解】【落ち着かせること】【声掛けすること】【的確なアドバイスをす

ること】【サポートの受け入れ】【受容的な対応をすること】【自己のコントロール】といった面

に困難さを認知しながら行われていることが推察された。 
以上より、今後これら 7 つのカテゴリの困難認知を踏まえた上で、怒りが生じている高校生に

対する友人によるサポート提供の促進に向けて、安全かつ効果的な取り組みを行っていくこと

が喫緊の課題であると考えられた。 
（４）「感情統制教育プログラム」の開発 
①介入時期：研究結果（１）により、「暴力」は柔軟に変化するものの 1年次に暴力によ

る対処行動を行わない者ほど学年進行に伴い増加量が大きくなることが推察され、早期の介

入が望まれた。学校のカリキュラムを勘案するならば、1学期の介入が望まれるものの、1年
次は入学後間がないことによる緊張があることを考慮し、学校生活に馴染んだ2年次1学期当

初に実施することとした。 
②介入内容：研究結果（２）（３）により、1年次に暴力による対処行動を行わない者ほ

ど増加量が大きくなることが推察された。また、激しい怒りを喚起させる出来事に対する認

知である【自己否定】【絶望】【他者への非難】【報復】など暴力に繋がると推察される認

知が大半を占め、これらの認知は自他への暴力行動に繋がる認知とも推察され、これらは自

殺との関連性も指摘されている（松本ら，2009)。このため、困ったとき他者に安心して助

けを求めたり相談できること、加えて助けを求められる側の持つ力量が問われる。研究成果

（１）によると援護要請は心理的介入を行わない限り変化がみられないことが推察されるこ

とから、レジリエンスの関係構築力を基盤とし、援護要請の向上に主眼をおくと同時に、激

しい怒りを感じて困っている友人へのサポート行動（援護要請）における困難感に配慮した

プログラム内容とした。第二に、レジリエンス向上に向け、先行研究（石田ら，2018）によ

り、レジリエンスの要素の中で精神的健康と正の関連のあった、関係構築力と克服力を高め

る内容とした。また、認知が行動や気分、身体に影響を与えていることから、認知行動療法

の考え方を援用し、心理教育や筋弛緩法や呼吸法を毎回行うことが有用であると考えた。 
以上より、「感情統制教育プログラム（以下プログラム）」を構築した。プログラムは、

学校での実現可能性を考慮し、2週間に1回、全3回で構成した。毎回介入の前後で筋弛緩法



や呼吸法によるリラクゼーション法を実施し、認知行動療法の基本モデルを用いて心のしく

みについて心理教育を実施した。また、先行研究をもとに激しい怒りを感じる出来事を取り

上げた場面を想定し、SST（ソーシャルスキルトレーニング）を実施するとともにワークシ

ートを用い、視覚化できるように工夫した。1回目は心理教育としてストレスのメカニズム

の理解とストレス対処法、2回目は怒りに対する感情統制、3回目はストレングスと援護希求

行動の強化を目的に1回45分の介入を実施した（図１）。                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
図１．「感情統制教育プログラム」 

（５）「感情統制教育プログラム」の有効性についての検証 
本プログラムが実践的に有効性であるのかについて高校 2 年生男女 34 名の研究参加者に 4 月

下旬より 2 週間毎に 3 回実践し、介入効果を検証した。プログラムの介入前後および介入 1 か

月後の介入効果の測定では、1 回目の介入直前（以下：介入前）、２回目の介入直後（以下：介入

後）、3 回目の介入終了 1 か月後（以下：1 か月後）の計 3 回、ストレスのメカニズムについて

の理解度（以下：ストレス理解）、対人ストレス認知、怒りに対する対処行動（援護要請、状況

分析、逃避、暴力）、レジリエンスについて測定した。その結果、ストレス理解は、介入前と介

入後の比較では介入後が有意に高く、介入前と 1 か月後の比較では、1 か月後が有意に高かっ

た。また対人ストレス認知は、介入前と介入後の比較では介入後が有意に低く、1 か月後は、介

入前と有意な差が認められなかった。さらに、怒りに対する対処行動の内、援護要請は、介入前

と介入後の比較では有意な差が認められなかったが、介入前と比較すると 1 か月後は有意に高

くなっていた。その他、状況分析、逃避、暴力については、介入前、介入後、1 か月後で有意な

差は認められなかった。また、レジリエンスについても介入前、介入後、1 か月後で有意な差は

認められなかった（図２～８）。 
以上より、本プログラムは、暴力行動（自傷行為・他害行動）そのものの低減は認められなか

ったが、ストレスのメカニズムの理解、援護要請の増加が認められたことから暴力行動予防に役

立つ可能性が推察された。しかし、対人ストレス認知は、介入前と比べて一旦介入後に低下した

ものの、1 か月後には介入前に戻っていることから、今後フォローアップを定期的に行うなどの

取組が必要であると考える。レジリエンスは、介入後直ちに改善しない可能性もあることから今

後は長期的に介入効果の測定を行っていくことが求められる。 

 

・筋弛緩法と呼吸法 
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1 回目：ストレスのメカニズムの理解とストレス対処法、 

１．ストレスとは ２．ストレスの影響 ３．こころのしくみを知る   

４．ストレスが溜まると陥りやすい考え ５．実践：ストレス対処法 

2回目：怒りに対する感情統制 

１．怒りとは何か ２．問題となる４つの怒り ３．怒りの暴風サイクルの理解 

４．実践：上手に怒る ５．実践：冷静に話し合う 

3回目：ストレングスと援護要請の強化 

１．自分の強みに気づく ２．誰かを頼る ３．心の危機に陥った自分自身や友人への

関わり方を学ぶ ４．地域の援助機関を知る ５．実践：相談してみる 

 

   

 ・まとめ 

・筋弛緩法と呼吸法 



9.84 
11.19 

12.47 

4

6

8

10

12

14

16

18

20

前 後 1カ月後

*

11.87 11.83 12.03 

4

6

8

10

12

14

16

18

20

前 後 1カ月後

１．ストレス理解（得点範囲 6 点～30 点）      ２．対人ストレス（得点範囲 0 点～40 点）  

※得点が高いほどストレス理解度が高い        ※得点が高いほど対人ストレスが高い 

 

  

＊p<.05 

 

 

 

図２.ストレス理解の介入前後・1 か月後の比較     図３.対人ストレスの介入前後・1 か月後の比較       

＊p<.05                       ＊p<.05 

３．怒りに対する対処行動（得点範囲４点～20 点）※得点が高いほど各対処行動をとることが多い 

       援護要請                状況分析 

 

 

 

 

 

 

 図４.援護要請の介入前後・1 か月後の比較     図５.状況分析の介入前後・1 か月後の比較 

＊p<.05                      

         逃避                      暴力 

 

 

 

 

 

 

 図６.逃避の介入前後・1 か月後の比較       図７.暴力の介入前後・1 か月後の比較 

４．レジリエンス（得点範囲 9 点～45 点） ※得点が高いほどレジリエンスが高い 

      

 

 

 

 

図 8.レジリエンスの介入前後・1 か月後の比較        
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